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概要
「はーい、前線に空気さんが通りまーす。大変危険ですので皆様死線の内側までお下がりくださいませー」 

「大虐殺の暴風(カーネイジ・テンペスト)」の二つ名を持つ、グリーデル王国出身のメード。 
性格は明るく活発な自由人、そして人格破綻者。大らかかつざっくばらんで、人当たりもいい。 
いいのだが、その本質はものすごく捻くれている。これ以上ないくらい。 
なあなあな態度で人をからかうことに特化しており、他人の怒りもどこ吹く風。しかも若干変態思考あり。 
とどめに訳のわからない電波を要所要所で受信していたりなど突っ込みどころが絶えず、 
他の部隊に遊びに行っては混乱を巻き散らかして帰っていく様がたびたび目撃される。 
とりわけ前述の通り人当たりはよく、誰とでも分け隔てなく接する。良くも悪くもではあるが。 



本人曰く服装に突っ込んだら負け。ちなみに服装がメイドっぽくないと言われた際の返答は、 
「何、気にすることはない。フリル付きのリボンで我慢なされ」。 
一人称は「私」。他人に対しては目上の人間もしくは名前で呼ばない（知らない）相手には「キミ」で固定。 

コア・エネルギーの大部分を自身の強化に割り当てているため 
（残りのエネルギーはオンスロートの制御）、高い身体能力と回復力を持つ。 
戦い方自体は大雑把かつ乱暴ではあるが、その動きには相手の隙を的確に突く一撃必殺の動作が徹底されている。 
対複数に有効な広範囲攻撃にはやや欠けているものの、それを補って余りある時間・戦闘・作業効率を誇り、 
こと殲滅戦にかけては極めて高い能力を発揮する。 
一対多の戦闘が本業ではあるが協調性も高く、共同戦線においても十全の力を出し切ることが可能。 

「人間とＭＡＩＤは別の生物である」という考えを絶対的なものとして持っている。 
余談だが、名前のせいか「空気さん」と呼ばれることもしばしば。 

通称：「大虐殺の暴風(カーネイジ・テンペスト)」「焔嵐」「電波塔」「空気さん」 

出身：グリーデル王国(クロッセル連合王国) 

所属：クロッセル連合陸軍

装備：多目的複合兵装「オンスロート」 

身長：166cm 

誕生：7月8日 

年齢：外見18歳(実年齢6歳) 

教育担当官：就いた片っ端から悉く辞任している。まぁ無理もない

殲滅能力 ★★★★★

戦闘技術 ★★★★★

遊び心 ★★★★

電波 測定不能

多目的複合兵装「オンスロート」
「あらゆる戦況で最大限の能力を発揮する」をコンセプトに作られた複合武装。 
基本は身長大の重量級大剣で、コア・エネルギーを介した可変機構を有する。 
少量のコア・エネルギーを通すだけで全ての機能を使用者の意思で稼働できるため汎用性は高く、 
柄を長く展開した槍、そこから刀身の向きを変更させた鎌、さらに柄を可変させる戦斧と、 
計4種の形状を取ることが可能で、それぞれが目的に応じて使用される。 
さらにコア・エネルギーをトリガーとし、刀身先端部分の銃口から、刀身に装着された 
カートリッジ内の高密度火薬を噴射、爆発を発生させ威力の向上を行うことが可能(要するに粉塵爆破)。 
これによって大型Ｇに対しても有効打を与えることが可能となっている。 
因みに出力を調整すれば、非常に短距離(前方10ｍ前後)ではあるが放射型の砲撃として使用することもできる。 
刀身に徹底した耐熱処理を施してあるため爆破を起こしてもコゲ一つ付かない。 
そのため切れ味を損なうこともまずないのだが、爆風を起こす際の反動が大きく非力なメードでは扱えない。 
また、4種の近接武装の併用による戦術の複雑化、小まめな火薬のリロードなど、使用者への負担も大きい。 
その上砲撃距離があまりに短いためロングレンジの攻撃ができず、 
結果として「近接戦闘における戦闘の優位性を高める」武装と成り下がってしまった。 
そんなピーキーな仕様のため自分から扱おうとするメードもおらず、 
現状は適応能力の高さやコアエネルギーの必要出力などを考慮し、実質エアの専用武器になっている。 



関連

登場作品

黒い空、澄んだ大気

流れる風は紅く、追う風は蒼く
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